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インタビュー 連載 シリコンバレーのアジア人企業家 
川上 桃子 Momoko Kawakami 
 





徐大麟氏（Dr. Ta-Lin Hsu）は 1943 年，中国重
慶市生まれ。幼少時に父母とともに台湾に渡る。




































Ta-Lin Hsu 氏インタビュー記録 





























































































































                                                        
2 設立時の名称は電子工業研究開発センター。半導体をはじめとするエレクトロニクス技術の研究開発の担
い手として，台湾ハイテク産業の発展に大きな役割を果たした。 
3 ボブ・エバンズは，VLSI 計画の策定に大きな役割を果たした。ただしエバンズと STAG は VLSI 計画の実
施にあたり DRAM の量産を提案したが，ERSO は ASIC 路線を主張し，結局，後者の主張が通った。この後
者による選択が台湾におけるファウンドリーの誕生へとつながっていく。なおエバンズは台湾初の国産技術











































































                                                        










































































 ボブ・エバンズは，1984 年 6 月に IBM を離職
し，H&Q に加わりました。私も彼の紹介で 1985











私は 1985 年の 2 月に H&Q に入社したその日




































































































































〔第 29 回大平正芳記念賞受賞作品〕，The Dynamics of Local 
Learning in Global Value Chains: Experiences from East Asia（共編著, 
Palgrave Macmillan, 2011）など。詳しくは研究者紹介ページを
ご覧ください。   
 
 
